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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月14日(2018.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色材を用いてプリントすることで再現物を生成するためのプリントデータを生成するプ
リントデータ生成装置であって、
　複数の色成分に対応するＢＲＤＦを表すモデルを含むＢＲＤＦモデル群と、前記再現物
を観察する環境における入射光の角度とを取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得した入射光の角度を前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に適用するこ
とで、前記入射光の角度に応じた前記再現物の反射分布を算出する算出手段と、
　前記算出手段で算出した反射分布に基づいて、前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に前記
再現物の表面に形成する色を示す色データを出力する色データ出力手段と、
　前記算出手段で算出した反射分布に基づいて、前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に前記
再現物の形状を示す形状データを出力する形状データ出力手段と
を有することを特徴とするプリントデータ生成装置。
【請求項２】
　前記形状データ出力手段は、前記色データ出力手段において出力される、処理対象のモ
デルの色データに対応する反射分布にさらに基づいて、前記処理対象のモデルの前記形状
データを出力することを特徴とする請求項１に記載のプリントデータ生成装置。
【請求項３】
　前記形状データ出力手段は、前記算出手段で算出した前記処理対象のモデルの反射分布
と、前記処理対象のモデルの前記色データに対応する反射分布との比に基づいて形状デー
タを出力することを特徴とする請求項２に記載のプリントデータ生成装置。
【請求項４】
　前記比に用いられる反射分布は、異方性のスペキュラー成分の広がりを示すことを特徴
とすることを特徴とする請求項３に記載のプリントデータ生成装置。
【請求項５】
　前記形状データ出力手段は、前記比と形状モデルとを対応付けた形状テーブルを参照し
て前記形状モデルに対応する形状データを出力することを特徴とする請求項４に記載のプ
リントデータ生成装置。
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【請求項６】
　前記形状データ出力手段は、処理対象のモデルの回転角に応じて前記形状モデルを回転
させた結果として得られる形状データを出力することを特徴とする請求項５に記載のプリ
ントデータ生成装置。
【請求項７】
　前記形状データ出力手段は、前記形状データとして処理対象のモデルを分割した面の面
法線分布を出力することを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載のプリントデ
ータ生成装置。
【請求項８】
　前記色データ出力手段は、色データと、拡散成分及びスペキュラー強度成分とを対応付
けた色テーブルを用いて、前記算出手段で算出した前記反射分布が示す拡散成分及びスペ
キュラー強度成分に対応する色データを導出することを特徴とする請求項１から７のいず
れか一項に記載のプリントデータ生成装置。
【請求項９】
　前記色テーブルは、前記色データにそれぞれ対応する異方性のスペキュラー拡がり成分
をさらに対応付けており、
　前記色データ出力手段は、前記形状データ出力手段に、処理対象のモデルの色データに
対応する異方性のスペキュラー拡がり成分を出力することを特徴とする請求項８に記載の
プリントデータ生成装置。
【請求項１０】
　前記形状データ出力手段で出力される形状データと、前記取得手段で取得した入射光の
角度とに基づいて、影領域が生じるかを判定する判定手段と、
　前記影領域が生じると判定された場合、前記形状データを補正する補正手段と
をさらに有することを特徴とする請求項１から９のいずれか一項に記載のプリントデータ
生成装置。
【請求項１１】
　前記色データ出力手段は、前記影領域が生じると判定された領域の形状が補正された後
の領域の色データをさらに出力することを特徴とする請求項１０に記載のプリントデータ
生成装置。
【請求項１２】
　前記補正手段は、前記入射光の角度に応じて、形状データである面法線の傾きを補正す
ることを特徴とする請求項１０または１１に記載のプリントデータ生成装置。
【請求項１３】
　前記補正手段による補正においても影領域が生じてしまう場合、再現物の再現ができな
いこと、または再現することが可能な入射光の角度のうち少なくとも１つを使用者に報知
する報知手段をさらに有することを特徴とする請求項１０から１２のいずれか一項に記載
のプリントデータ生成装置。
【請求項１４】
　色材を用いてプリントすることで再現物を生成するためのプリントデータを生成するプ
リントデータ生成方法であって、
　複数の色成分に対応するＢＲＤＦを表すモデルを含むＢＲＤＦモデル群と、前記再現物
を観察する環境における入射光の角度とを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップで取得した入射光の角度を前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に適用す
ることで、前記入射光の角度に応じた前記再現物の反射分布を算出する算出ステップと、
　前記算出ステップで算出した反射分布に基づいて、前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に
前記再現物の表面に形成する色を示す色データを出力する色データ出力ステップと、
　前記算出ステップで算出した反射分布に基づいて、前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に
前記再現物の形状を示す形状データを出力する形状データ出力ステップと
を有することを特徴とするプリントデータ生成方法。
【請求項１５】
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　コンピュータを、請求項１から１３のいずれか一項に記載のプリントデータ生成装置の
各手段として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係るプリントデータ生成装置は、色材を用いてプリントすることで再現物を生
成するためのプリントデータを生成するプリントデータ生成装置であって、複数の色成分
に対応するＢＲＤＦを表すモデルを含むＢＲＤＦモデル群と、前記再現物を観察する環境
における入射光の角度とを取得する取得手段と、前記取得手段で取得した入射光の角度を
前記ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に適用することで、前記入射光の角度に応じた前記再現
物の反射分布を算出する算出手段と、前記算出手段で算出した反射分布に基づいて、前記
ＢＲＤＦモデル群のモデル毎に前記再現物の表面に形成する色を示す色データを出力する
色データ出力手段と、前記算出手段で算出した反射分布に基づいて、前記ＢＲＤＦモデル
群のモデル毎に前記再現物の形状を示す形状データを出力する形状データ出力手段とを有
することを特徴とする。
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